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※室蘭市社会教育委員の委嘱について

＜議事報告＞

【日程１】

報告第１号 平成３０年度室蘭市教育委員会所管施設利用状況報告について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ａ委員） きらんの影響を受けて利用者が減少した施設は。

（事務局） 科学館の子ども向け講座などきらんキッズパークの影響を受けていると考え

ている。

（Ａ委員） きらんは幅広い世代に利用されており、きらんが更に愛される施設になるこ

とを望んでいる。

（事務局） きらんは貸館機能もあるので、ミンクールや室ガス文化センターなどの利用

者も減少していると思われるが、地域ごとに集まれる場所ができたのではな

いかと感じる。

（Ｂ委員） 科学館は昨年の利用料金の値上げも関係しているのでは。

（事務局） その影響もあると感じている。

【日程２】

報告第２号 旧絵鞆小学校について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答 なし）

【日程３】

報告第３号 図書館本輪西分室の移設について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ａ委員） サンライフへの移設後は、今の蔵書よりどのくらい減るのか。

（事務局） 一般書は半分、児童書は 1／5になる。

（Ｂ委員） 減った蔵書はどこへ行くのか。

（事務局） 本館へ移動する。
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（Ｂ委員） 移設後の開館時間に変化はあるのか。

（事務局） 現在と同じと考えているが、サンライフとの兼ね合いもあるため今後検討し

ていく。

（Ｂ委員） 本輪西分室は近隣の 60 歳以上の利用が多いので、その方々が影響を受けない

よう願いたい。

【日程４】

報告第４号 公の施設に係る指定管理者の募集について（室蘭市青少年科学館）

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答）

（Ａ委員） 新しい館までの１年間はかもけんに任せるのか。

（事務局） そのように考えている。

【日程５】

報告第５号 令和元年度北海道及び胆振管内社会教育委員連絡協議会について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答 なし）

【日程６】

報告第６号 ７月・８月行事予定について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答 なし）

【日程７】

研究協議１ 室蘭市子ども読書活動推進計画について

（事務局）事務局より説明した。

（質疑応答 なし）

【日程８】

研究協議２ 第 3次室蘭市子どもの読書活動推進計画の策定に関する諮問について

（事務局）事務局より説明した。

（Ｂ委員） 基本的なところは変わらないと思うが、原案を示してもらえるのか。

また、小さなお子さんがいる方に子どもと本の関わりについて思うところを

言ってもらいたい。

（Ｃ委員） 読み聞かせのボランティアを行っているが、各学校の保護者などにアンケー

トを出すのも良いと思う。

（事務局） 推進委員会で原案をつくり皆様にお示しする。また、各学校にはアンケート

をお配りしており、ＰＴＡ、教師、読み聞かせボランティアなどからもご意

見をいただきたい。

（Ｂ委員） ボランティアなどの方もアンケートについて学校に問い合わせては。

（事務局） 多くのご意見をいただきたい。より良い計画をつくるために、口頭でもかま

いませんので、お願いしたい。

（委員長） この諮問をお受けしたいと思いますが、他にご意見等は。

（全委員） なし

○第 3次室蘭市子どもの読書活動推進計画の策定について

教育長より社会教育委員の会へ諮問
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【日程９】

その他 定例会の開催日程について

登別市立図書館の見学について

（事務局）事務局及び委員から説明した。

（質疑応答 なし）

（Ａ委員） 最近は子ども達が巻き込まれる自動車事故や殺傷事件が起きているが教育委

員会ではどのように考えているのか。

（事務局） これまでは交通安全の見守りが中心で、スクールバス等は安全と言われて

きたが、警察とも協議を行い通学路の点検を行い交通や不審者に対する取組

を進めている。また、国でも進めている「ながら見守り」について散歩の時

間を通学時間に合わせて頂くことなどもお願いしている。

（Ａ委員） 刃物などは見守りボランティアでは防ぎきれないので、見守りのための上着

を刃物が防げるものにしていく必要があるのでは。

これからも細かいアイディアを出し合い進めていただきたい。

（事務局） 警察からの視点も情報共有していきたい。

（Ｄ委員） 自分も黄色いベストを着て登下校の見守りを行っているが、最近はパトカー

による巡回も行っていただいている。地域での防犯を考えていかなければな

らないと感じている。

（Ｂ委員） 「ながら見守り」は高齢者の外出など、街に人通りが増えることにより悪い

ことが企てにくい地域づくりが大切と考える。

次回開催日 ８月２２日（木）


